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広報あぐい　２００６年６月１日号

事
　
業
　
名 

借
　
入
　
先 

下水道事業 

４４億６，４０７万円 

郵政公社 

２７億４，１１１万円 

財務省 

１５億８，５６２万円 

臨時財政 
対策 

１２億６，８９２万円 

一般単独 

１１億８，２５６万円 

半田 
信用金庫 
８億８,３５７万円 

公営公庫 

１５億５，９４１万円 

その他 
９億９,８１０万円 

義務教育　２億１，４６１万円 

その他　１億３，９４６万円 

減税 
補てん 

９億１，８１９万円 

知多信用金庫 
４億２,０００万円 

　阿久比町では、皆さんに納めていただいた貴重な税金などが、どのように使われて
いるかを知っていただくため、毎年６月と１２月の２回、財政状況を公表しています。
　今回は、平成１７年度下半期（１０月～３月）の財政状況をお知らせします。　　　　
□問い合わせ先　企画財政課（４８）１１１１（内２３２）

　下半期の収入率は９０．０パーセントで前年度下半期の９６．８パーセントと比較して６．８パー
セント減少しました。

町債現在高 ８１億８，７８１万円

２４，８５６人　　　　人　　口

８，０６３世帯　　　世　帯　数

人口・世帯数

４６，５６６円１人当たり

１４３，５５１円１世帯当たり

町税の負担状況（個人町民税）

　　　　　　　　０円

一時借入金現在高

６４，５１５．８７㎡建　　物

４７８，６２５．０２㎡土　　地

２７億７，９３２万円基　　金

町 有 財 産

0　予算額 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 

町税 
33億5,522万円 

町債 
  5億1,370万円 

地方交付税 
  4億7,239万円 

繰越金 
  4億4,121万円 

国庫支出金 
  3億6,694万円 

繰入金 
  2億9,662万円 

県支出金 
  2億9,099万円 

諸収入 
  2億7,004万円 

その他 
  9億55万円 

32億7,928万円 

3,370万円 

4億9,896万円 

4億4,121万円 

2億5,164万円 

2億9,662万円 

2億1,920万円 

2億4,095万円 

9億5,714万円 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　69億2.766万円 
収入済額　62億1,870万円 

■は収入済額 

収入済額 
62億1,870万円 
（90.0％） 

歳 入歳 入

《基金の内訳》
１５億２，４８１万円財政調整基金

３２万円減 債 基 金

１，５４２万円公共施設整備基金

８億７５２万円庁舎建設基金

１億７０４万円福 祉 基 金

２５３万円学校整備基金

１００万円学校図書購入基金

３００万円図書購入基金

１億６，７６８万円土地開発基金

１億５，０００万円国民健康保険
財政調整基金

０介護給付費準備基金

�
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予算額　0 5億 10億 15億 20億 

7億9,720万円 

5億7,092万円 

4億990万円 

4億1,296万円 

3億1,179万円 

2億2,629万円 

民生費 
17億4,723万円 

教育費 
12億8,068万円 

総務費 
  9億1,370万円 

土木費 
  8億7,677万円 

衛生費 
  6億1,946万円 

農林水産業費 
  4億8,538万円 

公債費 
  4億1,399万円 

消防費 
  3億3,044万円 

その他 
  2億4,001万円 

高齢者や障害者に対する 
福祉サービスなど 

道路など生活に必要な 
都市基盤の整備など 

役場の一般的な事務の 
運営費など 

町民の健康を守ること、 
ごみやし尿の処理など 

農林水産業の振興など 

町債（町の借金）の返済 

消防整備や防災体制の充実など 

議会費や予備費など 

一般会計予算執行状況 

予  算  額　69億2.766万円 
支出済額　56億2,850万円 

■は支出済額 

15億238万円 

8億417万円 

5億9,289万円 

支出済額 
56億2,850万円 
（81.5％） 

小中学校・図書館などの 
教育基盤の整備など 

　下半期の支出率は８１．５パーセントで前年度下半期の８６．７パーセントと比較して５．２パー
セント減少しました。歳 出歳 出

阿久比町の財政状況
平成１７年度下半期〔１０月～３月〕（３月３１日現在）

支出済額収入済額予　算　額区 分

１７億５，６８３万円１９億３，４０４万円２０億５，２８９万円国民健康保険

１６億１，７６３万円１６億１，６５７万円１７億４，７５２万円老 人 保 健

７，１２９万円７，１２９万円７，１３０万円土 地 取 得

４億９，５３９万円４億１，４５５万円７億９，８４８万円下水道事業

８億７，２２２万円９億１，８９６万円１１億１，４４２万円介 護 保 険

４億６，４２７万円予　算　額
収　

入収　

益　

的

４億７，０１４万円執　行　額

４億９，９０２万円予　算　額
支　

出
４億８，５４９万円執　行　額

１億１，７５０万円予　算　額
収　

入資　

本　

的

１億２，０８０万円執　行　額

２億５，９２１万円予　算　額
支　

出
２億３，５９９万円執　行　額

特　別　会　計 企業（水道事業）会計



4

広報あぐい　２００６年６月１日号

一般会計予算執行状況（平成１８年３月３１日現在）

歳　　　　　　　　　　　出歳　　　　　　　　　　　入

 執行率支出済額予算現額科　目収入率収入済額予算現額科　　目

９１.７％１３２万円１４４万円 議　会　費１００.０％１４億６,７４９万円１４億６,７４９万円分担金及
び負担金

８６.７５,４１８万円６,２４８万円総　務　費９３.６２億２,７６９万円２億４,３２４万円使用料及
び手数料

８６.７９億９,７７９万円１１億５,０３６万円衛　生　費９８.５６,３３４万円６,４３１万円財産収入

１００.０５億７,４６８万円５億７,４６８万円公　債　費１００.０１,９３９万円１,９３９万円繰　越　金

０.００１,０００万円予　備　費９７.９４４４万円４５３万円諸　収　入

９０.５１６億２,７９７万円１７億９,８９６万円歳出合計９９.１１７億８,２３５万円１７億９,８９６万円歳入合計

　２市２町（阿久比町、
大府市 ､豊明市 ､東浦
町）で構成している、
東部知多衛生組合の財
政状況を、東部知多衛
生組合財政状況の公表
に関する条例に基づき
公表します。
　科目別の比率につい
ては、右表のとおりで
す。

組合債の現在高
 現　　在　　高借　　入　　先 現　　在　　高目　　　　　　　　的

２５億８,０７０万円財　　　務　　　省２億２,６８７万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

１４１万円総　　　務　　　省１８億４６５万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

２５億８,２１１万円計５億１,１５５万円排ガス高度処理施設整備事業債

２,４５１万円ごみ処理施設災害復旧事業債

１.３１２万円余熱利用施設災害復旧事業債

１４１万円清掃運搬施設等整備事業債

２５億８,２１１万円計

東部知多衛生組合の財政状況

建　物
　　１５,７７３.６１�
土　地
　　６１,２８９.０６�

組　合　財　産

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２８０）

氏　名行政区氏　名行政区

溝上　定男メイツ巽ヶ丘澤木　芳明横  松

竹内　勝彦草　 木青木　義行萩

渡邊　順子坂　 部新美　圭祐宮  津

渡辺眞理子卯 之 山尋田　　浩宮 津 山 田

森下　秋生阿久比団地中村　英男宮 津 団 地

新海　利幸阿 久 比山本　和美板  山

知崎　広和椋　 岡竹内　　修福  住

高須　久吉矢　 口三羽　　求福住園高台

安田　信吾高　 岡岡戸　敦資白  沢

榊原　和彦植柏野　正志白 沢 台

江口　正行大 古 根 近藤　久子高 根 台

（敬称略）

　

青
少
年
健
全
育
成
地
区
推
進
員
は
、
各

地
区
の
行
政
協
力
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
青

少
年
の
健
全
育
成
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る

方
々
で
す
。

　

青
少
年
を
育
て
る
会
、
子
ど
も
会
な
ど

と
連
携
し
て
各
地
区
で
の
青
少
年
健
全
育

成
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
の
事
業
と
し
て
、
青
少
年
健
全

育
成
、
地
域
環
境
調
査
、
阿
久
比
駅
前
一

斉
啓
発
活
動
（
七
月
と
十
一
月
）、
凧
づ
く

り
講
習
会
（
十
一
月
）、
町
内
名
鉄
駅
に
設

置
し
た
悪
書
回
収
箱
か
ら
有
害
図
書
の
回

収
（
毎
月
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
推
進
員
の
活
動
内
容

平成１７年度東部知多衛生組合「情報公開
制度」「個人情報保護制度」の実施状況
　東部知多衛生組合 (阿久比町・大府市・豊
明市・東浦町 )の情報公開制度および個人情
報保護制度の実施状況については、情報開示
などの請求はありませんでした。

平成１７年１０月～平成１８年３月
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高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
に
お
い

て
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
軽

易
な
日
常
生
活
の
援
助
を
行
う
た
め
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
自
立
し
た

生
活
の
継
続
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
に
お
い

て
自
立
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
生

き
が
い
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
動
作
訓
練
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
昼
食
も
自
己
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
で
寝
た
き
り
の

高
齢
者
で
、
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
が
困
難

な
方
に
、
寝
具
の
洗
濯
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
下
記
参
照
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な
ど
で
、
食

事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
日
曜
日
を
除
く
毎
日
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
祝
日
も
実
施
し
て
い
ま

す
。タ

ク
シ
ー
料
金
の
助
成
事
業

　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
り
料
金
（
基
本
料
金
）
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、

阿
久
比
町
と
契
約
し
て
い
る
会
社
に
限
り

ま
す
。
助
成
券
は
年
間
二
十
四
枚
で
、
一

カ
月
当
た
り
二
枚
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
助
成
事
業

　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
東
部

知
多
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
半
額
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
に
、
通
報
装

置
を
設
置
し
て
安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

常
時
徘
徊
（
は
い
か
い
）
癖
の
あ
る
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
、

位
置
確
認
の
た
め
の
発
信
器
を
携
帯
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
負
担
軽
減
の
手
助

け
を
し
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
介
護
用

品
の
利
用
を
必
要
と
す
る
、
重
度
の
要
介

護
状
態
に
あ
る
方（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

に
介
護
用
品
を
支
給
（
ク
ー
ポ
ン
券
）
し

て
い
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
事
業

　

重
度
の
要
介
護
の
状
態
に
あ
る
低
所
得

者
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
高
齢

者
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
一
年
以
上
利

用
す
る
こ
と
な
く
介
護
し
て
い
る
家
庭
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
健
康
保
持
対
策
事
業（
宅
老
所
）

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
趣
味

活
動
や
軽
い
運
動
な
ど
を
行
い
、
一
日
を

楽
し
く
利
用
す
る
施
設
で
す
。

　

町
で
は
次
の
よ
う
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
で
寝
た
き
り
老
人
（
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
）
の
方
で
、
寝
具
の
洗
濯
・

乾
燥
が
困
難
な
方
に
、
寝
具
の
洗
濯
・
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
十
九
日（
月
）午
後
回
収

し
、
六
月
二
十
一
日（
水
）午
後
配
送

□
枚　

数　

洗
濯
・
乾
燥
と
も
、
掛
け
ふ

と
ん
・
敷
き
ふ
と
ん
・
毛
布
各
一
枚

□
申
込
期
限　

六
月
十
五
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）
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児童扶養手当額が改正されました

□日　時
　６月１９日（月）～２３日（金）
　午後５時３０分～午後８時
□場　所
　中央公民館本館１０３号室

○　「現況届」に必要なもの
☆健康保険被保険者証の写しなど

申請者が被用者（サラリーマ
ンなど）である場合に提出

☆前住所地の市区町村長が発行
する児童手当用所得証明書
阿久比町に平成１８年１月１日
に住所がなかった場合に提出

☆このほか必要に応じて提出す
る書類

　☆印かん

○　制度改正による認定請求に必
要なものは下表のとおりです。

　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）まで
から小学校６年生（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて所得制
限が引き上げられました。

認定請求の手続きが必要となります

平成１８年４月１日から拡充された内容

□問い合わせ先 

　住民福祉課児童福祉係 

　fl（48）1111（内226） 

　児童手当などを受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出することになっています。
　この届は毎年６月１日における状況を記載し、児童手当などを引き続き受ける要件の有無を確認するため
のものです。
　６月上旬に文書送達で受給者に「現況届」を配布しますので、６月３０日（金）までに提出をしてください。
※　現況届の提出がないと、６月分以降の手当を受けられなくなる場合があります。

現況届と制度改正による
認定請求の夜間受け付け
を行います

制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

＜認 定 請 求＞　○健康保険被保険者証などの写し（申請者が厚生年金など加入の場合）
　　　○児童手当用所得証明書（次の場合のみ必要となります）
　　　　・　平成１７年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　　→平成１７年度（平成１６年分）の証明書
　　　　・　平成１８年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　　→平成１８年度（平成１７年分）の証明書
　　　○申請者の預金通帳（郵便局除く）
　　　○印かん

＜額改定認定請求＞　○印かん

　その年の１月１日現在で
住所があった市町村が発行
します。

�
�
�
�
�
�
�

　新たに児童手当を受ける児童の保護者の方は、役場住民福祉課の窓口（公務
員は勤務先）で認定請求の手続きが必要です。
　改正に伴う新規請求は、平成１８年９月３０日までに受け付けたものに限り、特
例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

�

　これまで児童手当を受給していた保護者の方は、特別に手続きをする必要は
ありません。
　上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は認定請求の手続
きが必要になります。

�

　これまで児童手当を受給していない保護者の方は認定請求、児童手当を受給
していた保護者の方は額改定認定請求の手続きが必要となります。

　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますの
で、該当する保護者の方は認定請求の手続きが必要となります。

平成１８年度に小学校４年生の児童がいる保護者の方
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

平成１８年度に小学校５年生または６年生の児童がいる保護者の方
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

����������������

�������

�����

�������������������

���������������

これまで所得制限により児童手当を受給していない保護者の方
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� �
� �
� �

　

出
生
届
・
死
亡
届
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

�
　

出
生
届
を
生
ま
れ
た
日
か
ら
（
そ
の
日

を
含
め
て
）
十
四
日
以
内
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

届
け
出
先
は
生
ま
れ
た
所
・
住
所
地
・

本
籍
地
い
ず
れ
か
の
市
区
町
村
役
場
で
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
出
産
に
立
ち

会
っ
た
医
師
や
助
産
師
か
ら
出
生
証
明
書

（
一
般
的
に
は
出
生
届
と
一
枚
の
用
紙
に

な
っ
て
い
ま
す
）
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

出
生
届
・
母
子
手
帳
と
と
も
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

�
　

名
前
に
使
え
る
人
名
用
の
漢
字
は
戸
籍

法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

使
え
な
い
漢
字
の
出
生
届
は
受
け
付
け

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

�
　

実
際
に
提
出
す
る
の
は
父
母
で
な
く
て

も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
「
届
出
人
」
の

欄
は
父
母
ど
ち
ら
か
で
署
名
し
て
く
だ
さ

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら

子
ど
も
の
名
前
に
使
え
る
漢
字
は

子
ど
も
の
名
前
に
使
え
る
漢
字
は

決
ま
っ
て
い
ま
す

決
ま
っ
て
い
ま
す

忙
し
く
て
出
生
届
を
出
し
に

忙
し
く
て
出
生
届
を
出
し
に

行
け
な
い
場
合
は

行
け
な
い
場
合
は

い
。

　

ほ
か
の
届
け
出
に
つ
い
て
も
、
届
け
出

人
と
は
別
の
方
に
提
出
を
依
頼
し
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
届
け
出
の
種
類
に
よ
り
後
日

確
認
書
類
を
送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
　

死
亡
届
を
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
（
そ
の

日
を
含
め
て
）
七
日
以
内
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
先
は
、
亡
く
な
っ
た
所
・
亡
く

な
っ
た
方
の
本
籍
地
・
届
け
出
人
の
住
所

地
い
ず
れ
か
の
市
区
町
村
役
場
で
す
。

　

同
居
の
親
族
か
ら
順
に
、
関
係
の
近
い

方
が
届
け
出
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

亡
く
な
る
と
、
医
師
か
ら
死
亡
診
断
書

（
一
般
的
に
は
死
亡
届
と
一
枚
の
用
紙
に

な
っ
て
い
ま
す
）
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

死
亡
届
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

死
亡
届
を
提
出
す
る
と
、
埋
火
葬
許
可

証
・
管
轄
斎
場
（
阿
久
比
町
に
提
出
の
と

き
は
半
田
斎
場
）
の
使
用
許
可
証
を
発
行

し
ま
す
。
火
葬
の
日
時
を
確
認
の
上
、
届

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

管
轄
外
の
斎
場
使
用
を
希
望
す
る
場
合

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

戸
籍
住
民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は

家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は

第
六
回
　
戸
籍
の
届
け
出
① 

児童扶養手当額が改正されました
児童扶養手当は、母子家庭などの生活の安全と児童の健全育成のために手当てを支給する制度です。
４月から消費者物価指数の変動により、手当額が次のとおり改正されました。

□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内２２６）

●一部支給手当額の計算方法（１０円未満四捨五入）
〔児童１人の場合〕　手当額＝４１,７１０円－（受給者の所得額－全部支給額の所得制限限度額）× ０.０１８４１６２
〔児童２人の場合〕　手当額＝４６,７１０円－（受給者の所得額－全部支給額の所得制限限度額）× ０.０１８４１６２

平成１８年４月以降平成１８年３月まで

児童２人の場合児童１人の場合児童２人の場合児童１人の場合区　　分

４６,７２０円４１,７２０円４６,８８０円４１,８８０円全部支給

１４,８５０円～４６,７１０円９,８５０円～４１,７１０円１４,８８０円～４６,８７０円９,８８０円～４１,８７０円一部支給

※児童３人以上の場合は、第３子以降の児童１人につき３,０００円が加算されます。

制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
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●優良児童生徒を表彰

　５月９日、愛知県知多事務所で知多郡児童福祉大会
が行われました。
　大会では他の模範となる優良児童生徒、優良子ども
会が表彰されました。
　阿久比町から表彰されたのは次の皆さんです。（敬称
略）
知多郡社会福祉協議会長表彰
優良児童生徒
　中井諭（東部小）、山本将大（英比小）、服部泰典
（草木小）、新美朱里（南部小）、田中康隆（阿久比中）
優良子ども会　福住園高台子ども会

表彰された優良児童生徒の皆さん

●英比小学校体育館にお別れ

　英比小学校屋内運動場（体育館）が建て替えられる
のに伴い、５月８日に体育館で「体育館ありがとう」セ
レモニーが行われました。
　児童全員で体育館に感謝の気持ちを込めて「スマイ
ルアゲイン」と校歌を大きな声で合唱しました。
　児童を代表して井本汐美さんが、「感謝の言葉」を述
べてセレモニーは終了し、その後全員で記念撮影をし
ました。
　新しい体育館は来年の２月末に完成の予定です。

セレモニー終了後に記念撮影をする英比小児童

　

二
十
日
に
は
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
で
マ
ス
オ
役
の
声
優
、
増
岡
弘
さ
ん

の
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
オ
さ
ん
役
を
三
十
三
年
間
続
け
て

い
る
増
岡
さ
ん
。「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
が
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
理
由
を
「
飲
み
ご

ろ
の
日
本
茶
の
よ
う
な
内
容
だ
か
ら
」
と

語
り
、
収
録
で
は
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

正
し
い
日
本
語
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
講
演
で
「
言
葉

で
は
全
て
の
こ
と
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
人

に
は
心
が
あ
り
ま
す
。
見
え
な
い
ボ
ー
ル

で
心
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
話
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
会
場
で
は
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
の
無
料
開
放
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
感

覚
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
参
加
者
は

家
族
連
れ
が
多
く
、
皆
さ
ん
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
、

中
央
公
民
館
と
ふ
れ
あ
い
の
森
の
二
会
場

で
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
会
場
の
第
三
十
四
回
文
協
ま
つ

り
で
は
、
芸
能
大
会
や
文
化
協
会
四
十
周

年
を
記
念
し
て
写
真
で
昔
を
振
り
返
る

�
な
つ
か
し
の
阿
久
比
展
�
な
ど
の
総
合

展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸能大会でジャズダンスを披露する皆さん

来場者を交え舞台で話す増岡さん（写真中央）
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　５月１４日、宮津の熱田社で農作物の出来を占う花の 撓 が
とう

行われました。
　名古屋の熱田神宮で公開された絵図をもとに、“おためし
小屋”に人形や農作物を並べ、衣装の色や配置などで、そ
の年の農作物の出来を占います。
　人形などを見て自分で感じたことが占いとなります。今
年はどのような年になるでしょうか・・・。

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●半田信用金庫様から１００万円の寄付
　５月１日、半田信用金庫池田拓夫理事長と榎本正雄阿久
比支店長が町長室を訪れ、「福祉目的に使ってください」
と１００万円を町に寄付していただきました。
　目録を受け取った町長は「大切なお金を有効に使わせて
いただきます」とお礼の言葉を述べました。

●スポーツ少年団入団式
　５月６日、中央公民館南館ホールで阿久比町スポーツ少
年団入団式が開かれました。
　野球、サッカー、バスケットボール計７チームの７７人が
入団しました。
　入団者を代表して、サッカーチーム「A．F．C．AGUI」の
高尾舜君が「一生懸命がんばります」と決意を力強く述べ
ました。

●ゴールデンウィークにこいのぼり作りに挑戦
　５月１日から５日までの５日間、ふれあいの森体育室で
子どもたちが、こいのぼりやかぶと作りに挑戦しました。
　こいのぼり作りアドバイザーとして阿久比中学校の生徒
１０人がボランティアで参加して、子どもたちに作り方を教
えていました。

●もちの木園生がイチゴ狩り
　５月１１日、もちの木園の園生が新美重幸さん（大字植大）
のビニールハウスでイチゴ狩りを楽しみました。
　園生は、もぎたてのイチゴを口にほおばり「おいしい」
と笑顔で話しながら、真っ赤に色付いた大きなイチゴを箱
いっぱいに収穫しました。

●花の 撓 で農作物の豊凶を占う
とう

●阿久比の大学生ボーイスカウトで活躍
　ボーイスカウト活動で最高の進級章「冨士章」を受章
（平成１７年度、愛知県内で１２人が取得）したボーイスカウ
ト阿久比第１団の右から加藤俊さん、岡戸拓洋さん、稲葉
一哉さんが５月２日受章の報告に、町長室を訪れました。
　３人は「協力してくれた人に感謝をしたい」。「小さな子
どもたちにも多く入団してもらいボーイスカウトを身近に
感じてもらいたい」などと話していました。
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園
児
た
ち
は
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
幼
虫
を

珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
、
水
路
に
放
流

し
ま
し
た
。
坂
部
さ
ん
は
、「
ビ
オ
ト
ー

プ
と
い
う
自
然
に
近
い
環
境
の
中
で
育
っ

た
ホ
タ
ル
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
六
月
中
旬
ご
ろ
に
は
、
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
が
淡
い
光
を
放
ち
、
飛
び
か
う
姿

が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

五
月
十
二
日
に
は
、坂
部
三
郎
さ
ん（
大

字
白
沢
）
が
知
人
の
休
耕
田
を
借
り
て

造
っ
た
�
ビ
オ
ト
ー
プ
�（
生
物
を
共
存
さ

せ
た
人
工
的
な
空
間
）
に
北
原
保
育
園
児

を
招
き
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流

し
ま
し
た
。

　

坂
部
さ
ん
は
昨
年
、
東
部
小
か
ら
五
百

匹
の
幼
虫
を
も
ら
い
、
成
虫
を
育
て
た
後

今
年
三
千
匹
に
幼
虫
を
増
や
し
ま
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
委
員
会
の
児
童
が
中
心
と
な
り
幼

虫
を
育
て
た
り
、
児
童
会
が
二
子
塚
古
墳

の
周
り
を
掃
除
し
て
「
ク
リ
ー
ン
活
動
」

を
行
う
な
ど
学
校
全
体
で
ホ
タ
ル
の
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

放
流
を
終
え
た
後
、
環
境
委
員
長
の
藤

井
俊
樹
君
が
「
放
流
し
た
幼
虫
が
立
派
な

成
虫
に
な
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

東
部
小
の
周
り
で
も
、
今
ま
で
以
上
に
ホ

タ
ル
が
い
っ
ぱ
い
飛
び
か
う
環
境
に
な
る

よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

東
部
小
学
校
で
は
校
内
の
養
殖
場
「
ホ

タ
ル
ワ
ー
ル
ド
」
に
も
幼
虫
が
放
流
さ
れ

て
い
ま
す
。
六
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日

の
二
日
間
、
夜
間
開
放
を
し
て
ホ
タ
ル
鑑

賞
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

五
月
二
日
、
宮
津
の
二
子
塚
古
墳
で
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
放
流
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
東
部
小
学
校
五
年
生
と
六
年

生
の
児
童
百
六
人
が
一
年
か
け
て
育
て
て

き
た
幼
虫
千
匹
を
古
墳
の
堀
に
放
流
し
ま

し
た
。

　

平
成
十
六
年
か
ら
こ
の
場
所
に
放
流
を

始
め
て
今
年
で
三
年
目
。
毎
年
、
成
虫
に

な
っ
た
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
う
姿
が
観
察
さ

二子塚古墳の堀に幼虫を放流する東部小児童

東部小「ホタルワールド」に幼虫を放流する児童

“ビオトープ”に幼虫を放流する坂部さんと北原保育園児
　

阿
久
比
町
の
ホ
タ
ル
を
保
護
し
、
ホ
タ

ル
飛
び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
呼

び
か
け
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

優
秀
な
作
品
は
ホ
タ
ル
観
察
会
開
催
時

に
、
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室
で
掲
示
し
、

広
報
あ
ぐ
い
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
に
は
参
加
賞
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

□
応
募
方
法

　

応
募
は
一
人
一
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
は
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
‐

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
入
様
式
は
任
意
で
結
構
で
す
が
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

□
応
募
締
切　

六
月
十
六
日（
金
）必
着

□
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

〒
４
７
０
‐
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越　
５０

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）０
２
２
９

　

E

‐ mail：
kikaku@

tow
n.agui.lg.jp

ホ
タ
ル
保
護
に
つ
い
て
の

標
語
大
募
集

土まゆ（左）・さなぎ（右） 

幼　虫 土まゆ さなぎ 成　虫 

下旬  上陸 中旬  羽化 上旬 

　５月下旬ごろになると幼虫は体長約９mmに成長。発光しながら水辺には
いあがると分泌液を混ぜた土でまゆを作りさなぎになります。ほとんどのさな
ぎが土中数cmのところで羽化を待ちます。 
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� �
� �
� �
� �
� �
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
ア
ル
コ
ー
ル
編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
み
な
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康

２１に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
策
定
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
「
ア
ル
コ
ー
ル
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
行
を
よ
く
し
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

適
量
を
わ
き
ま
え
て
こ
そ
の
薬
、
度
を

超
し
て
飲
む
と
肝
臓
病
を
発
症
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
肝
臓
に
や
さ
し
い
飲
み
方
を
心
掛

け
、
酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

１０年後の目標現状値

２０.０％
（男性　壮年期）

２０.０％
（男性　高齢期）

４０.０％
（男性　壮年期）

３７.５％
（男性　高齢期）

①酒を毎日飲む人の割合

８５.０％
（男性　壮年期）

８５.０％
（男性　高齢期）

７５.０％
（男性　壮年期）

８０.６％
（男性　高齢期）

②「節度ある飲酒」とし
て１日１合程度という
ことを知っている人の
割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み

��　

ア
ル
コ
ー
ル
の
良
い
影
響
・
悪
い

影
響
を
理
解
し
ま
す
。

�　

午
前
零
時
以
降
は
酒
を
飲
み
ま
せ

ん
。

��　

月
に
一
回
は
酒
を
飲
ま
な
い
休
肝

週
間
を
つ
く
り
ま
す
。

�　

週
二
回
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
す
。

��　

月
に
一
回
は
酒
を
飲
ま
な
い
休
肝

週
間
を
つ
く
り
ま
す
。

�　

週
二
回
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
す
。

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

（　

歳
以
上
）

６５

酒
の
上
手
な
飲
み
方

①　

適
量
範
囲
を
守
っ
て
飲
む
。（
適
量
の

目
安
は
、
一
日
一
合
）

②　

週
に
二
日
は
「
休
肝
日
」
を
つ
く
る
。

　

休
肝
日
を
つ
く
る
と
、
肝
臓
を
休
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③　

食
べ
な
が
ら
飲
む
。

�

�

�

�

����������������

����������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目
標

�　

適
度
な
飲
酒
量
を
知
り
ま
す
。

�　

人
に
無
理
に
勧
め
ま
せ
ん
。

�　

妊
婦
・
未
成
年
者
に
は
酒
を
勧
め

ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

無
理
な
く
楽
し
く
酒
が
飲
め
る

　

か
ら
っ
ぽ
の
胃
や
腸
で
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
素
早
く
吸
収
さ
れ
、
す
ぐ
に

酔
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
の

多
い
食
品
や
野
菜
を
食
べ
な
が
ら
飲
み

ま
し
ょ
う
。

④　

深
夜
ま
で
飲
ま
な
い
。

　

日
本
酒
に
し
て
一
合
の
酒
を
分
解
す

る
の
に
か
か
る
時
間
は
三
時
間
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
深
夜
ま
で
飲
む
と
、
翌

日
も
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

⑤　

妊
婦
・
未
成
年
者
に
は
勧
め
な
い
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い

未
成
年
者
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

ビールなら 
中ビン１本 

日本酒なら 
１合 

ウイスキーなら 
ダブル１杯 

ワインなら 
グラス２杯 
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�
　

１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
、
全
国
平
均
約
六
分
か
か
り

ま
す
。

○
応
急
手
当
を
す
る
と

　

ど
の
く
ら
い
生
命
が
救
わ
れ
る
か

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友
人

が
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
何
も
し
な

か
っ
た
ら
、
命
を
救
う
こ
と
が
大
変
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

上
記
の
表
は
、「
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲

線
」
と
い
い
、

①　

心
臓
停
止
後
、
約
三
分
で
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
死
亡

②　

呼
吸
停
止
後
、
約
十
分
で
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
死
亡

③　

多
量
出
血
後
、
約
三
十
分
で
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
死
亡

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
助
か
る
確
率
が

格
段
に
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、「
１
１
９
番

通
報
」「
応
急
手
当
」「
救
急
隊
の
処
置
」

「
医
療
機
関
で
の
治
療
」
の
ど
れ
も
が
早

く
連
携
よ
く
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
応
急
手
当
を
す
る
前
に

　

突
然
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ
る
と
、
何

を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
「
落
ち
着
く
こ

と
」
で
す
。
自
分
が
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ

る
か
落
ち
着
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
安
全
な
場
所
で
あ
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
安
全
で
な
け
れ
ば
安
全
に
応

急
手
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
移

動
さ
せ
る
か
、
安
全
な
場
所
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
適
切
な
応
急

手
当
を
し
、
救
急
隊
員
に
交
替
し
て
く
だ

さ
い
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
﹇
�（
４
７
）

０
１
１
９
﹈
で
は
、
あ
な
た
の
身
近
な
人

や
大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
も
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
正
し
い
応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

応
急
手
当
の
必
要
性

３９ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

カーラーの救命曲線（改変）

心肺蘇生法の流れ（成人、８歳以上）

阿
久
比
団
地
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

五
月
か
ら
阿
久
比
団
地
地
区
で
地
域
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
区
の
自
治
会
、
長
生
会
、
子
ど
も
会
、

更
生
保
護
女
性
会
・
民
生
委
員
が
巡
回
す

る
日
を
決
め
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

　

五
月
十
二
日
、
長
生
会
の
皆
さ
ん
が
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
帰
宅
途

中
の
小
学
生
に
声
を
掛
け
た
り
し
な
が
ら

地
域
を
見
回
り
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
は
「
一
時
的
に
も
空
き
巣
な

ど
の
犯
罪
が
な
く
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

阿久比団地地区で防犯パトロールを行う長生会の皆さん
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今
回
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
よ
っ
て
、
不
当
に
高
額
な
販
売
や
、

法
律
で
義
務
付
け
る
以
上
の
数
を
無
理
や

り
販
売
し
よ
う
と
す
る
悪
徳
業
者
の
出
現

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

購
入
の
際
は
地
元
の
防
災
設
備
業
者
、

家
電
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

六
月
一
日
か
ら
新
築
さ
れ
る
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

既
に
建
築
さ
れ
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

設
置
場
所　

寝
室
、
階
段
の
上
部

◎　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

を
は
じ
め
、
化
粧
品
、
医
薬
品
な
ど
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
は
私
た
ち
の
生
活
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
、
身
近
で
便
利
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
つ
取
り
扱
い
を
間
違
え

る
と
一
瞬
に
し
て
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
危
険
物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
正
し
い
取
り
扱
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
火
災
予
防
上
の
注
意
事
項

◇　

付
近
で
火
気
を
使
用
し
な
い
。

◇　

容
器
は
地
震
な
ど
で
容
易
に
転
倒
、

転
落
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
す
る
。

◇　

風
通
し
の
よ
い
場
所
で
保
管
。

◇　

蒸
気
の
発
散
を
防
ぐ
た
め
に
ふ
た
は

必
ず
密
栓
す
る
。

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
 

yobou119@
cac

‐ net.ne.jp

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/

�
�
�
�
�
�
�

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

十
九
年
四
月
に
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
応
募
資
格

　

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
（
化
学
、
建
築
、
情
報
処
理
に

関
す
る
課
程
お
よ
び
そ
の
他
の
課
程
）
を

卒
業
ま
た
は
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

□
試
験
日　

七
月
二
十
三
日（
日
）

□
予
定
人
員　

若
干
名

□
受
付
期
間

六
月
十
九
日（
月
）〜
六
月
三
十
日（
金
）

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
十
五
分
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
総

　

務
課　

�（
２
１
）１
４
９
０

　

六
月
四
日（
日
）か
ら
六
月
十
日（
土
）ま

で
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　
「
危
険
物
」と
は
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危

険
性
を
持
っ
た
物
品
で
す
。 

○　

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い
。

○　

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い
。

○　

消
火
の
困
難
性
が
高
い
。

　

身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

軽
油
と
い
っ
た
自
動
車
用
・
暖
房
用
燃
料

天井に設置する場合 壁に設置する場合 平屋建住宅設置例 

二階建住宅設置例（その1） 二階建住宅設置例（その2） 

※ 印は、住宅用火災警報器を示す。 
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今
回
は
角
岡
村
（
現
在
の
大
字
椋
岡
地

区
西
部
）
絵
図
を
見
な
が
ら
ぶ
ら
り
旅
に

出
掛
け
た
。

　

最
初
に
雲
谷
寺
を
訪
れ
た
。
山
門
の
上

方
か
ら 
龍 
が
私
た
ち
を
の
ぞ
い
て
い
る
。

り
ゅ
う

門
の
正
面
部
分
に
あ
る
彫
刻
の
龍
で
あ
る
。

　

寺
の
山
号
が�
龍
臥
山
�。
龍
と
縁
深
い

よ
う
だ
。

　

住
職
か
ら
龍
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
く
。

室
町
時
代
、
多
く
の
水
墨
画
を
描
い
た
画

僧
、
雪
舟
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
雨
が
降

ら
ず
農
作
物
が
育
た
な
い
と
村
人
が
困
っ

て
い
る
と
、
雪
舟
は
衣
ケ
池
（
現
在
の
丸

山
公
園
付
近
）
の
ほ
と
り
で
雨
乞
い
を
始

め
る
。
願
い
は
か
な
い
雨
が
降
り
出
す
。

池
の
中
か
ら
昇
天
す
る
龍
神
を
見
て
雪
舟

は
「
龍
之
画
」
を
描
い
た
と
伝
わ
る
。

　

雲
谷
寺
に
は
、
こ
の
画
が
寺
宝
と
し
て

残
る
。「
す
ご
い
形
相
で
天
に
昇
っ
て
い
く

龍
の
姿
が
描
か
れ
て
ま
す
よ
。
日
照
り
の

時
に
出
し
て
コ
ッ
プ
い
っ
ぱ
い
に
水
を
張

り
、
七
日
間
祈
願
す
る
と
必
ず
雨
が
降
っ

た
の
で
�
雨
乞
い
の
龍
�
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
」
と
住
職
が
話
し
て
く
れ
た
。

　

広
い
境
内
を
散
策
す
る
。
今
日
は
五
月

の
第
二
日
曜
日
で�
母
の
日
�。
六
地
蔵
に

は
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
供
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
池
が

あ
る
。
龍
で
は
な
く
カ
メ
が
長
い
首
を
伸

ば
し
て
い
た
。

　

次
に
平
泉
寺
と
氏
神
と
記
さ
れ
た
場
所

に
向
か
う
。

　

平
泉
寺
は
知
多
四
国
第
十
六
番
札
所
。

源
頼
朝
が
野
間
大
坊
（
美
浜
町
）
に
父
義

朝
の
墓
参
り
の
帰
途
に
訪
れ
、
中
秋
の
名

月
を
眺
め
た
場
所
で
あ
る
。
県
指
定
文
化

財
の
不
動
明
王
立
像
な
ど
の
仏
像
で
も
有

名
だ
。　　

　

線
香
の
に
お
い
が
境
内
に
広
が
っ
て
い

る
。
参
拝
者
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
平

泉
寺
を
後
に
し
て
氏
神
を
探
し
た
。

　

細
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
腰
掛
け
、
会
話
を

す
る
高
齢
の
男
女
に
尋
ね
る
と
、
平
泉
寺

東
の
民
家
付
近
を
指
差
し
て
「
氏
神
は
こ

の
辺
り
に
あ
っ
た
と
聞
く
よ
。
わ
し
も
ま

だ
若
い
か
ら
そ
ん
な
昔
の
こ
と
は
知
ら
な

い
な
あ
」
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
お
じ
い

さ
ん
が
応
え
て
く
れ
た
。（
現
在
は
椋
岡
地

区
の
八
幡
神
社
に
移
転
。）

　

地
図
を
南
下
し
て
唐
松
の
井
戸
に
着
い

た
。
田
ん
ぼ
の
脇
に
四
方
を
柵
と
石
で
囲

ま
れ
た
古
井
戸
が
残
る
。

　

こ
の
井
戸
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
祈
と
う

に
よ
り
水
が
湧
き
出
し
、
農
民
を
日
照
り

か
ら
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
緑
色
に

濁
っ
た
水
の
表
面
を
ア
メ
ン
ボ
ウ
が
飛
び

跳
ね
て
い
た
。

　

同
じ
村
の
中
に
雨
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が

二
つ
あ
っ
た
。
村
人
が
昔
か
ら
、
水
の
確

保
に
大
変
苦
労
し
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

雲谷寺山門の彫刻の龍

角岡村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

唐松の井戸
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時
代
は
戦
国
の
世
、
政
略
に
よ
り
岡
崎

城
を
離
れ
刈
谷
へ
戻
り
、
家
康
と
は
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
時
、
阿
久
比
に
あ
っ
た
坂
部

城（
現
在
の
城
山
公
園
付
近
）の
城
主
久
松

俊
勝
と
再
婚
を
し
ま
し
た
。
於
大
の
方
は

十
五
年
間
、
阿
久
比
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

　

子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
波
瀾
万
丈
な
人
生

の
中
で
も
っ
と
も
平
和
な
日
々
を
過
ご
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
を
開
い
た
初
代
将
軍
徳
川
家

康
の
母
親
於
大
の
方
が
、
戦
国
時
代
に
阿

久
比
の
地
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

於
大
の
方
は
刈
谷
で
生
ま
れ
、
十
四
歳

で
岡
崎
城
の
城
主
松
平
広
忠
に
嫁
ぎ
、
家

康
を
産
み
ま
し
た
。

　５月９日（火）から５回にわたり公民館講座「男性料
理教室」が開催されています。
　第１回目は、ごはんの炊き方、味噌汁の作り方とメ
イン料理に豚肉の生姜焼きを調理しました。
　１８人の男性受講生は町管理栄養士の説明を真剣に聞
いていました。

　４月２９日から３０日の２日間、町立中央公民館で文化
協会「阿久比山野草会」によるエビネと山野草展が開
催されました。
　会場には彩り鮮やかな山野草が展示され、訪れた
人々を魅了していました。
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今
回
か
ら
子
ど
も
に
伝
え
た
い
「
あ
ぐ
い
の
む
か
し
」
を
連
載
し
ま
す
。
阿
久
比

の
歴
史
、
昔
話
、
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

最後まで、家康を思い続けた於大の方（町立図書館所蔵絵画）

洞雲院の静かな森の中に久松俊勝や於大の方をは
じめ５基の墓があります。（町指定文化財・史跡）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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一
般
成
人
を
対
象
に
視
聴
覚
機
器
の
基

本
技
術
、
機
器
を
活
用
し
た
指
導
法
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ミ
リ
映
写
機

１６□
日　

時

　

七
月
二
十
九
日（
土
）

　

午
前
九
時
二
十
分
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

阿
久
比
町
立
中
央
公
民
館

□
定　

員　

三
十
人

□
内　

容　
　

ミ
リ
映
写
機
の
操
作
方
法

１６

の
習
得
、
認
定
試
験

ビ
デ
オ

□
日　

時　

八
月
一
日（
火
）と
二
日（
水
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

大
府
市
立
共
長
小
学
校

□
定　

員　

三
十
人

□
内　

容　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

編
集

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

□
日　

時　

八
月
三
日（
木
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

知
多
市
立
中
部
中
学
校

　
　
　
　
　

武
豊
町
立
緑
丘
小
学
校

□
定　

員　

各
三
十
五
人

□
内　

容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
を
利

用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

□
日　

時　

八
月
三
日（
木
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

日
本
福
祉
大
半
田
キ
ャ
ン
パ
ス

□
定　

員　

七
十
五
人

□
内　

容　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る

　

手
順
な
ど

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
各
窓
口
で
配
布
す
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

共
通
項
目

□
募
集
期
間

　

六
月
十
四
日（
水
）〜
二
十
八
日（
水
）

□
受
講
料
（
教
材
費
な
ど
）

　

各
講
座　

千
円
（
当
日
徴
収
）

□
主
催
・
講
師　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

□
申
し
込
み　

原
則
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協

議
会
社
会
教
育
用
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

（
東
海
市
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
２（
３
３
）９
９
６
６

※　

募
集
要
項
、
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、

阿
久
比
町
中
央
公
民
館
窓
口
お
よ
び
学

校
な
ど
関
係
機
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
（
知
多
教
育
事
務

所
内
）

　

�（
２
１
）８
１
１
１（
内
２
７
７
）

�
　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
今

年
度
新
し
く
購
入
し
た　

ミ
リ
映
画
・
ビ

１６

デ
オ
を
ア
ニ
メ
・
人
権
な
ど
の
部
門
の
中

か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
な
ど
の

各
種
行
事
で　

ミ
リ
映
画
・
ビ
デ
オ
を
利

１６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

用
し
た
い
と
い
う
方
、
興
味
が
あ
る
方
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
参
加
無

料
）

□
日　

時

　

六
月
十
六
日（
金
）午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
視
聴
覚
室

□
鑑
賞
作
品

「
負
け
へ
ん
で
！
六
年
三
組
の
阪
神
大

震
災
（
ア
ニ
メ
）」
ほ
か

□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

�□
対　

象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格

取
得
を
目
指
す
方
。

□
日　

時　

七
月
八
日（
土
）午
前
九
時
十

分
〜
午
後
四
時
半
と
九
日（
日
）午
前
九

時
十
分
〜
午
後
三
時
四
十
分
の
二
日
間

□
場　

所　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

□
定　

員　

三
十
人

□
受
講
料　

二
千
三
百
円
（
講
習
初
日
の

受
付
時
に
納
付
）

□
募
集
期
間

　

六
月
一
日（
木
）〜
二
十
二
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

　

�
０
５
６
６（
５
３
）０
０
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
６（
５
２
）４
５
７
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/shugyo

/koukyou/takaham
a/

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
　

県
立
半
田
養
護
学
校
で
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
担
当
さ
れ
る
先
生
が
持
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
や
悩
み
に
つ
い

て
一
緒
に
話
し
合
い
、
安
心
し
て
子
ど
も

の
養
育
や
指
導
が
で
き
る
よ
う
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

□
対
象
者

　

知
多
半
島
に
住
ん
で
い
て
、
子
ど
も
の

成
長
や
発
達
に
つ
い
て
悩
み
や
不
安
を

持
っ
て
い
る
方

□
相
談
日
時

　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時

□
場　

所

　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

　

半
田
市
立
岩
滑
小
学
校

　

武
豊
町
立
武
豊
小
学
校

　

ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校

　

半
田
養
護
学
校

□
相
談
内
容

　

・
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
に
つ
い
て

　

・
就
学
に
つ
い
て

　

・
進
路
に
つ
い
て

　

・
そ
の
他

□
費　

用　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
半
田
養
護
学
校　

ふ
れ
あ
い
相
談

部　

�（
２
７
）７
０
６
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
７
）７
６
４
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	

Information
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InformationInformation
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�
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□
日　

時

　

六
月
十
七
日（
土
）

　

午
前
十
時
五
十
分
〜
正
午

□
場　

所

　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学
校

□
参
加
費　

無
料

□
申
込
期
限　

六
月
九
日
（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学
校

　

�（
８
７
）２
３
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
７
）２
３
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
 

http://w
w
w
.n

‐ fukusi.ac.jp/kouk
ou/kengaku/index.htm

l

※　

講
座
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

い
た
だ
く
か
、
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

�
　

団
体
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
よ
り
活
性
化

し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

□
日
程
・
講
座
名

　

六
月
二
十
七
日（
火
）

「
グ
ル
ー
プ
・
組
織
の
特
徴
と
良
い

リ
ー
ダ
ー
の
条
件
」

　

七
月
四
日（
火
）

「
良
い
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
と
良
い

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
」

　

七
月
十
一
日
（
火
）

「
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
・
リ
ー
ダ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

シ
ッ
プ
を
と
ら
せ
る
」

□
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

□
対　

象

　

阿
久
比
町
在
住
・
在
勤
者
で

①　

現
在
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
指

導
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
。

②　

こ
れ
か
ら
指
導
者
を
目
指
す
方
。

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
３
０
１
号
室

□
講　

師

　
　

全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
監
事

（社）

　

油
田 
淑
子 
氏

□
受
講
料　

無
料

□
申
込
期
限

　

六
月
二
十
一
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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�
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今今月月のの納納税税ななどど

町県民税　　　　全・１期分
公共下水道事業受益者負担金

納期限は６月３０日（金）です。

正（対象）誤（対象）種　別事業名

４０歳以上
４０歳～７０歳の
５歳間隔

大腸がん検診

健康診査
４０歳～７０歳の
５歳間隔

２０歳以上骨密度測定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

平
成
十
八
年 
福
住
厄
歳
会　

様

　

英
保
育
園
へ
大
型
絵
本
を
三
冊
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
十
五
日
、
文
書
送
達
で
各
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
「
阿
久
比
町
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
の
冊
子
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

�

�

�

�

�

�
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

アグピー 

　ふれあいの森ホタル養殖場と観察室を夜間開放して、
養殖場で育てたヘイケボタルが、淡い光を放ちながら
飛びかう姿を観察します。 
　ホタルを育てたホタル専門員などが、ホタルについ
ての説明も行います。 

　　　　６月２３日（金）・ ２４日（土） 
　　　　午後７時半～午後９時 

　　　　ふれあいの森 
　　　　ホタル養殖場・観察室 

　小中学生が描いたホタル保護啓発ポスターの優秀作
品やアグピーにがお絵の作品を展示します。 

□日　時　６月２０日（火）～２５日（日） 
　　　　　午前９時～午後７時 
□場　所　ふれあいの森　体育室 

・入場無料です。 

・雨天でも開催します。 
 
問い合わせは 

　役場企画財政課 
　fl４８－１１１１ 
　（内２０４・３０３）へ 

6月23日（金）と 
24日（土）の2日間 

※　東部小学校でも校内の養殖場
「ホタルワールド」で夜間開放し
てホタル鑑賞会を行います。 

□日　時　６月２２日（木）・２３日（金） 
　　　　　午後８時～午後９時 

日時 

場所 

世帯数　 ８，０８０　　（　１７）

人　口　２４，８７１人（　１５）

　男　　１２，３４５人（　１０）

　女　　１２，５２６人（　５）

（　　）は前月との増減数

４月中の異動

　出生　１１　転入 １０９

　死亡　１２　転出  ９３

平成１８年５月１日現在


